























○金美徳 *、飯田健雄 *、石川晴子 *、梅澤佳子 *、大森映子 *、奥山雅之 *、金子邦博 *、
清松敏雄 *、小林英夫 *、椎木哲太郎 *、志賀敏宏 *、下井直毅 *、杉田文章 *、趙佑鎭 *、
中庭光彦 *、中村その子 *、バートル *、浜田正幸 *、久恒啓一 *、諸橋正幸 *、














　この共同研究は、2013 年度と 2014 年度の 2 年間にかけて実施した。講演会は、2013 年度 6
回、2014 年度 6 回の合計 12 回開催し、延べ参加者数は 2013 年度 437 名、2014 年度 625 名の
合計 1,062 名であった。講演内容・担当教員レポート・学生レポート抜粋は、2 年度分をまと
めて共同研究報告書（2013 年度 92 頁＋ 2014 年度 117 頁＝ 209 頁）として作成（冊子）した。









































































第 1 回「グローバル化を活かすために、今、私たちが考え実行したいこと」、廣江彰立 教大学







































第 4 回「多摩地域中小企業のグローバル戦略～日台アライアンス 取り組み事例～」、高見澤友伸 



















第 5 回「アプリ開発とグローカル人材～誰がどこで何をしている？～」、クロサカタツヤ 株式












第 6 回「グローバル時代のテーマパーク経営戦略～ USJ 経営の今日と将来～」、株式会社ユー
エスジェイ 杉崎聡紀氏。レポート : 杉田文章 教授。
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